
至富
山

至富山

至伏
木

高岡大仏

万葉
線

菅野家

ＪＲ
氷
見
線

高岡
駅

R15
6

高岡
古城公園

高岡郵便局

あいの風とやま鉄道

高岡市美術館

高岡工芸高校

青井記念館
美術館

ウイング・
ウイング高岡

金屋
町

金屋
町

徒
歩
20
分

漆器くにもと

高岡大和

高岡市鋳物資料館

千
保
川

高岡
御車山会館

高岡御車山 勢揃い
（5/1 12：00）

四津川製作所
ショールーム

高陵金寿堂

至R8

至新高岡駅至金沢

交通インフォメーション

東京駅 北陸新幹線かがやき・はくたか
 最速2時間20分

大阪駅 サンダーバード 
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表紙の写真

「双鯛彫刻漆器大盆」 青井記念館美術館蔵

（青井記念館美術館は、富山県立高岡工芸高等学校付属の美
術館です。鯛盆は常設展示されていませんのでご注意ください。）

富山県工芸学校の初代校長、納富介次郎がデザインし、村上九
郎作が製作したと伝えられるもので、高岡漆器業界に大きな影
響を与えた鯛盆の原点。二匹の鯛が抱き合う「二匹鯛」と呼ば
れるデザインで、木地を彫刻して錆漆（砥の粉をまぜた漆）を
塗り、漆を塗っては磨くことを繰り返した後、古味（灰墨）を溝
に付けて仕上げる。サイズ：5.5×39×60cm

アルベキ社 大治将典 國本耕太郎

一般社団法人 CREP4 高陵金寿堂 佐々木伸佳

下尾和彦・下尾さおり 大和高岡店 大和富山店

高岡市観光交流課 高岡市教育委員会文化財課 高岡市産業企画課

高岡漆器株式会社 高岡市美術館 高岡商工会議所

高岡伝統産業青年会 株式会社 高田製作所 富山県立高岡工芸高等学校

株式会社 能作 羽田純 株式会社 二上

二上射水神社 松原博 望月未来

有限会社 モメンタムファクトリー・Orii 有限会社 四津川製作所

写真提供・取材協力 （50音順・敬称略）

﹁
高
岡
御
車
山
祭
の
御
車
山
行
事
﹂が

ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産
に
登
録

　
2
0
1
6
年
、国
際
連
合
教
育
科
学
文
化
機
関（
ユ
ネ
ス
コ
）

の
無
形
文
化
遺
産
に
、「
高
岡
御
車
山
祭
の
御
車
山
行
事
」を
含

む
33
件
の「
山
・
鉾
・
屋
台
行
事
」が
登
録
さ
れ
た
。

　
こ
れ
は
、文
化
の
粋
を
こ
ら
し
た
華
や
か
な「
山
・
鉾
・
屋
台
」

が
、
神
霊
の
依
り
代
と
な
り
、
地
域
の
安
泰
を
願
い
巡
行
す
る
祭

礼
行
事
と
し
て
評
価
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　
高
岡
御
車
山
祭
は
、
高
岡
を
開
い
た
加
賀
前
田
家
二
代
当
主

の
前
田
利
長
が
御
所
車
を
高
岡
町
民
に
与
え
、
城
下
を
曳
き
回

ら
せ
た
の
が
始
ま
り
と
伝
え
ら
れ
る
。

　
毎
年
5
月
1
日
、
高
岡
御
車
山
が
山
町

を
巡
行
す
る
。神
の
座
と
し
て
ふ
さ
わ
し

く
美
を
極
め
た
御
車
山
は
、
一
文
字
笠
に

麻
裃
の
山
役
員
た
ち
に
前
後
左
右
を
守
ら

れ
、ゆ
っ
く
り
と
曳
き
回
さ
れ
る
。

　
山
町
十
ケ
町
の
文
書
に
は
、「
御
車
山
の

奉
曳
は
厳
粛
盛
大
に
行
う
も
の
と
す
る
」

と
あ
る
。厳
か
さ
と
華
や
か
さ
。そ
こ
に
、

神
を
迎
え
る
祭
り
の
本
質
が
あ
り
、
町
の

安
泰
を
願
う
人
々
の
祈
り
が
あ
る
。

　
ま
た
、
囃
子
方
や
曳
き
手
な
ど
を
近
隣
の
住
民
が
担
う
な
ど
、

地
域
と
深
く
結
び
つ
い
て
き
た
こ
と
も
評
価
さ
れ
た
。

　
さ
ま
ざ
ま
な
人
々
が
力
を
合
わ
せ
、
受
け
継
ぎ
、
高
岡
は
御
車

山
祭
を
4
0
0
年
以
上
守
り
続
け
て
き
た
。

二
上
射
水
神
社
の
木
造
男
神
坐
像
が
ロ
ー
マ
へ

　
毎
年
4
月
23
日
、
二
上
射
水
神
社
で
「
築
山
行
事
」
が
行
わ
れ

る
。境
内
に
臨
時
の
祭
壇
を
築
い
て
神
を
迎
え
て
行
わ
れ
る
が
、

こ
れ
が
御
車
山
祭
の
原
点
で
は
な
い
か
と
さ
れ
て
い
る
。

　
二
上
射
水
神
社
の
御
神
体
は
、「
木
造
男
神
坐
像
」で
あ
る
。

ケ
ヤ
キ
材
の
一
木
造
り
で
、平
安
時
代
後
期
の
作
と
さ
れ
る
。

鉈
彫
り
の
彫
像
で
、顔
に
は
丸
ノ
ミ
の
跡
が
残
り
、衣
服
は
平

ノ
ミ
で
な
め
ら
か
に
仕
上
げ
て
い
る
。

　
2
0
1
6
年
7
月
、
ロ
ー
マ
で
開
か
れ
た
文
化
庁
主
催
の
海

外
展「
日
本
仏
像
展
」に
、
全
国
か
ら
21
件
選
ば
れ
た
中
で
、
北
陸

か
ら
唯
一
こ
の
木
造
男
神
坐
像
が
出
展
さ
れ
た
。

　
高
岡
は
、
有
形
・
無
形
の
文
化
を
数
多
く
受
け
継
ぎ
、
ま
ち
と

人
々
の
心
を
深
く
豊
か
に
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

高岡への詳しい交通アクセスについては、
高岡市観光ポータルサイト「たかおか道しるべ」を
ご覧ください。

高岡と文化財 高岡御車山祭の御車山行事

二上射水神社の築山行事
（県無形民俗文化財）

高岡御車山祭（国重要有形・無形民俗文化財）

土蔵造りの町並みである「高岡市山町筋重要伝統的建造物群保存地区」を、
金工・漆工などの技をこらした高岡御車山が巡行する。

木造男神坐像（二上射水神社蔵）
毎年4月23日の春季祭礼時に公開される
（国重要文化財）

［ユネスコ無形文化遺産］
［国重要有形・無形民俗文化財］

木造男神坐像［国重要文化財］

「高岡御車山祭」

日時／毎年5月1日　11：00曳揃い 12：00勢揃い
場所／巡行：高岡市中心市街地
　　　勢揃い：片原町交差点

「高岡御車山会館」

年間を通して高岡御車山が展示されている。
開館時間／9：00～17：00（入館は16:30まで）
有料ゾーン観覧料／一般（高校生以上）300円
休館日／火曜日（祝日のときは翌平日)、年末年始
住所／高岡市守山町47-1  TEL.0766-30-2497

「二上射水神社」

住所／高岡市二上1519

世界に認められ、世界へ発信した、高岡のふたつの宝

910


